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ディスカッション

　2026 年３月２５日（水）に京都大学北部総合教育研究棟において、
第10回森里海シンポジウム「身近な自然を見つめなおす～ネイチャー
ポジティブの実現に向けて～」が開催されました。プログラムでは、
環境評価の指標となる「環境ものさし」に関する基調講演のほか、
日本文化である絹織物に関わる一連の産業を世界へ発信する取り組
みやネイチャーポジティブに向けて中心的な役割を担っている環境
省の取り組み、また両主催者が 4 年間取り組んできた  「新しい里山・
里海 共創プロジェクト」の成果報告が行われました。また、午前中
にはプレ企画として、全国 17校の高校生 70 人が、里山・里海をテー
マとした日頃の研究成果の発表を行いました。高校生たちも、第一
線で活躍する若手研究者の講演に触れたり、他校の生徒と活発に意
見を交わしたりすることで、大きな刺激を受けたのではないでしょ
うか。本報告書では、さまざまな地域や世代の皆様と共に身近な自
然の在り方を考える中で、ネイチャーポジティブを実現するための
新たな視点を提示します。

はじめに

　私たちがこうして集う今も、世界に目を向けると戦争が起きてい
ます。環境破壊の最大の原因は、戦争だと思います。戦争では、一
瞬で人や動植物の命が奪われてしまいます。今回はネイチャーポジ
ティブをテーマに、人間と動植物、そして様々な自然を含めて、ど
うすれば共存共栄していけるのかを、多世代で共に考え、語り合い
ました。人の目線で自然を見るのではなく、自然や動植物の目線か
ら人間を見るということも、一緒に考える時間となったのではない
でしょうか。国籍や世代、生活環境によらず、誰もが平和で豊かに
暮らせる社会を目指す「Environmental Justice」の考え方も、大切
な視点のひとつです。午前中は皆さんの発表から多くの気づきがあ
り、午後は、専門家や行政の方から貴重なお話を伺いました。全国
から集った皆さんの出会い、そして今回の実りある時間を、今後の
糧にしていただくことを願っています。

京都大学フィールド研
センター長　舘野 隆之輔

公益財団法人イオン環境財団
専務理事兼事務局長　山本 百合子

京都大学フィールド科学教育研究センター
（フィールド研）って？

　京都大学の研究林、水産実験所、臨海実験所などを統合して
2003 年に設立され、森の施設４カ所、里の施設４カ所、海の施設
２カ所を合わせて、10 のフィールド施設を運営しています。フィー
ルド研では、「森里海連環学」を提唱し、森・里・海で集めた多様なデー
タから森や里が海に与える影響を科学的に明らかにし、地域の方々
とともに森里海連環学に基づいた地域づくりを行っています。

森里海連環学って？

　日本は海に囲まれた森の国です。そのような特色を持つ日本では、森から
海までの健全な生態系のつながりが、川や海における生物生産はもちろんの
こと、地域の振興や人々の安全で安心な暮らしにとっても極めて重要です。
このような観点から、フィールド研では健全な生態系連環の再生に焦点を当
てた「森里海連環学」を提唱してきました。森里海連環学は、自然の仕組み
と人間活動のつながりの重要性を調べ、人類の持続可能な幸せのために何を
すべきかを研究し社会で実践する、自然科学と社会科学の多様な分野を統合
した学問領域です。

新しい里山・里海 共創プロジェクトって？

　京都大学フィールド研および公益財団法人イオン環境財団により
2022 年度からスタートしたプロジェクトです。本事業では、森里
海連環学に基づく新しい里山・里海の共創に向けた教育・研究・社
会連携活動を進めていきます。新しい里山・里海の多様なあり方を
提案し、里山・里海に関わる地域の方々が、研究者等と協働しプロ
ジェクトから得られる科学的な知見を活用して、自立的・持続的な
活動を共に創り出せるシチズンサイエンスの場となることを目指し
ています。

https://collabo.fserc.kyoto-u.ac.jp

https://fserc.kyoto-u.ac.jp

｜　Contents目 次 
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　「新しい里山・里海 共創プロジェクト」は、公益財団法人イオン環境財団の支援を受け、2022 年度から京大フィー

ルド研と同財団が実施してきた事業です。里山・里海に関わる多様な方々と連携しながら、大きく３つの活動に

取り組んできました。

　一つめは、里山・里海の「現状を知る」ための研究や調査手法の開発です。全国の里山土壌の市民調査、環境

DNAを用いた川・海のつながりに関する研究、社会調査による里山保全活動団体の研究を行ってきました。

　二つめは、「モデルとなる里山・里海をつくる」取組です。舞鶴水産実験所、上賀茂試験地、瀬戸臨海実験所

というフィールド研の３施設の特徴を活かして、個人・団体や自治体・企業等の地域のステークホルダーと活動

してきました。舞鶴水産実験所では、舞鶴周辺の自然をフィールドに、海・川の生き物と森・人の関わりについ

て学ぶ機会を提供しました。上賀茂試験地では都市近郊という立地を活かして、大学の森で里山活動を体験する

オープンな場を作りました。瀬戸臨海実験所では、無人島・畠島でのビーチクリーン活動を通じて、里海の自然

や海洋漂着ごみなどの環境問題について学ぶ機会を創っています。

　三つめは、「新しい里山里海を創る人たちとつながる」取組です。オンラインでの勉強会を開いて、里山・里

海での研究・実践のお話を聴いたり、希望者による意見交換を行いました。近隣のイオンモールでは、「里山里

海つながるフェス」を開催し、地域の里山団体と関係組織の発信や交流を応援しました。また、国連大学での「イ

オン SATOYAMA フォーラム」では、里山をテーマとする大学が合同で発信し、取組をアピールしてきました。

今回の「森里海シンポジウム」もつながる取組の一環として実施しています。

　このように、本プロジェクトでは、「森里海連環学」の視点で得たフィールドの知見を紹介しつつ、様々な世

代の多様な方々とお話をしながら、新しい里山・里海について一緒に考えてきました。こうした取り組みを通じて、

里山や里海、そして森里海のつながりに関心を持つ人が増え、行動の変化にもつながっていくことを願っています。
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「新しい里山・里海 共創プロジェクト」の
最新情報や過去のレポートは、
公式ウェブサイトをご覧ください。

https://collabo.fserc.kyoto-u.ac.jp/

　「生物種の急速な絶滅」は地球環境問題のなかでも、もっとも深刻なもののひとつとされています。地球規模でのダ

メージの深刻さ、そして回復の難しさにおいて、気候変動を上回る問題といえます。近年、この生物多様性の低下を

回復に転じようとする「ネイチャー・ポジティブ」というスローガンが掲げられるようになりました。しかし、気候変動、

とりわけ温室効果ガス削減と異なり、各地域共通の目標を設定しにくい特徴があります。むしろ、この地域差を活用

して地域のにぎわいを取り戻したり、地域の皆さまが納得して楽しみながら地域の生態系を見守っていける指標にで

きないでしょうか。私はこれを「環境ものさし」として提案し、協働研究の事例を重ねてきました。

　今回は、滋賀県甲賀市での冬みず田んぼにおける「ニホンアカガエル」の卵塊数調査や、岐阜県飛騨市の広葉樹林

を主とした森林において「ルリクワガタ類」を森林管理の指標とした調査、パナソニックとの共同研究での「モズの

はやにえ」を指標に用いた調査などの事例紹介を行い、「環境ものさし」の候補さがしと使い方について発表を行いま

した。「環境ものさし」をきっかけに、地域独自の創意工夫によって保全活動のPDCAサイクルを回していくことが期

待されます。

基調講演「『環境ものさし』で測る身近な生態系」

京都大学地球環境学堂 准教授
淺野 悟史

本シンポジウムでは、講演内容をよりわかりやすく伝え、理解を深

めるため、グラフィックレコーディングを導入しました。講演や対

話の要点を図やイラストを交えてリアルタイムに描き起こしていく

ため、その場にいる参加者と内容を即座に共有することができ、議

論や対話の創発に役立ちます。本報告書では、各講演の記録とあわ

せて掲載していますので、ぜひ文章とともにご覧ください。

待されます。

池内川での魚の観察 /舞鶴水産実験所 里山おーぷんらぼの活動 /上賀茂試験地 海岸でのビーチクリーン活動 /瀬戸臨海実験所

京都大学フィールド研  特任講師　田中 拓弥

新しい里山・里海 共創プロジェクトの紹介

新しい里山・里海 共創プロジェクトで実施した様々な取組
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日本各地に受け継がれてきた絹織物文化は、産地の衰退や担い手

不足により危機に直面しています。本講演では、株式会社森を織る

の取り組みを通じ、養蚕・製糸・織り・染めといった分断された工

程を再びつなぎ、文化と生態系を一体で再生する実践を紹介しまし

た。京都を拠点に映画、ツーリズムやワークショップ等で国内外へ

本取り組みを発信し、体験や観光と結びつけることで新たな価値を

創出する可能性を提示しました。今後も私たちは人と自然、地域を

結び直し、持続可能な社会を作る手段の一つとして、文化を発信し

ていきます。

講演「森を織る～日本の絹織物文化の世界発信で社会を再生する～」 講演「環境DNAで生物多様性を知る、伝える ― 河川と里海の現場から」

小森 優美
株式会社 森を織る 代表取締役

　和歌山県白浜町では、パンダの高い飼育実績を誇るアドベン

チャーワールドが、飼料残渣の竹のアップサイクルとして竹を様々

に活用する「パンダバンブープロジェクト」に取り組んでいます。

本講演では、そのプロジェクトの一環として京都大学白浜水族館が

共同で取り組んでいる、「竹の魚礁としての活用」について、2025

年度の成果を解説しました。本年は竹漁礁の海洋生態系に及ぼす影

響を、環境DNAを用いて①イカの産卵床としての効果、②魚のす

みかとしての効果の2点を評価しました。また、直接観察によって

③底生生物の生活基盤としての効果を評価しました。結果、竹漁礁

はイカの産卵床としてはとても高い効果を持つほか、底生生物も多

数身を寄せる場となっていることがわかりました。

講演「飼料残渣の竹の、魚礁としての活用
　　　～白浜町アドベンチャーワールドパンダバンブープロジェクト～」

山守 瑠奈
京都大学フィールド研　助教

森里海の水圏生物の多様性を把握するには河川・河口・海域の一

体的な調査が不可欠ですが、従来手法では多大な労力とコストを要

します。そこで、水を汲んで調べるだけで生物の生息状況がわかる

「環境 DNA 技術」を活用し、森里海のつながりを捉えるべく調査

を行ってきました。本シンポジウムでは特に京都府舞鶴市・伊佐津

川水系での事例を挙げ、行政や住民との成果共有を通じた保全啓発

活動についても紹介しました。こうした環境 DNA による生物多様

性の「見える化」を核とした地域協働、およびその積み重ねによる

集合知の構築は、ネイチャーポジティブ実現に向けた重要なステッ

プになると期待されます。

　自然は暮らしを支える基盤です。世界の総 GDP の半分以上は自然

資本と生態系サービスに依存する産業から生み出されているとされ

ています。しかし、世界的にも、日本においても、生物多様性の損

失と生態系サービスの劣化が進んでおり、世界の自然資本は 30 年間

で28％減少したとの報告もあります。こうした深刻な状況を踏まえ、

2030 年までに生物多様性の損失を止め、反転させること、いわゆる

ネイチャーポジティブが世界共通の目標になっており、2030 年まで

に陸と海の 30％以上を保全すること（30by30）を目指した取組な

どが進められています。世界目標の達成には、個人や企業を含め多

様な主体がともに行動することが不可欠です。個人では、自然につ

いて学び、環境に配慮した商品を選び、地域の自然を調べ、保全に

関わることが重要です。自然豊かで人が健やかに生きる社会は、一

人ひとりの行動の積み重ねによってこそ実現されると考えています。

講演「みんなの取組が未来をつくる～世界や国の目標達成に向けて～」

辻田 香織
環境省 自然環境局 自然環境計画課 課長補佐

八柳 哲
京都大学フィールド研　特任助教
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６ ７

高校生森里海研究ポスター発表会
　京都大学フィールド科学教育研究センターは、高校と大学をつなぐ高大連携事業を積極的に推進してお
り、全国の高校による研究活動を支援しています。午前中のプレシンポジウムにおいては、全国17校の高校生
がそれぞれの地域における身近な自然に関する研究活動を報告し、研究者や来場者と活発に議論しました。
審査にあたっては、研究計画及び考察、メッセージ性・パッション、ポスターデザイン、森里海連環の説得力、そ
して発表技術という5つの観点から評価が行われ、優れた発表にはその内容に応じて「森賞」「里賞」「海賞」
「イオン環境財団賞」が授与されましたが、里賞についてはどちらも甲乙つけがたかったため、2校が同時受賞
となりました。また、参加者の投票で最多得票を得た学校には「オーディエンス賞」が贈られました。

◉ 内容にご関心のある方はQR コードを読んで、下記ウェブサイト上のポスター（PDF）をご覧ください。

　高校生森里海研究ポスター発表会
　https://fserc.kyoto-u.ac.jp/wp/blog/archives/39795

福岡県立山門高等学校

森賞
石川県立七尾高等学校

里賞
東京都立八王子東高等学校

里賞
広島県立広島国泰寺高等学校

海賞

愛媛県立西条高等学校イオン環境財団賞 岐阜県立吉城高等学校オーディエンス賞

森里海シンポジウムパネルディスカッション

講演のあと、登壇者と司会者がステージに上がりパネルディスカッションを開催しました。会場から寄せられた様々な質問

に対し、登壇者が一つひとつ丁寧に回答しました。高校生からも沢山の質問が出て、登壇者と参加者の距離が縮まる活気に満

ちた質疑応答の時間となりました。
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８ ９

マリモの光合成活性における光量と水温の
相互作用に関するシミュレーション

青木 璃音　池内 丹心　遠藤 美音
黒滝 彩音　古谷 椛実

ポスターの PDF
はこちら

・地域への取材を通じて自然と社会
のつながりを明らかにしており、森
里海連環学の理念をよく体現した優
れた発表であると評価できます。
・先輩たちの研究を発展させ、用水
路や湧水について新たな発見を得た
点が評価できます。さらに、住民の
思いを踏まえたまちづくり提案も行
われており、今後の発展が楽しみな
研究です。
・熱意が伝わる発表でした。地域の
人々の思いや暮らしに目を向けた点
は、持続的な環境保全を考えるうえ
で大変重要だと感じます。インタ
ビュー結果と自分たちの発見・考察
を整理して示すと、さらに分かりや
すくなるでしょう。今後の活動も応
援しています。

教員からのコメント

・光阻害の説明を冒頭に加えると研
究の理解が深まります。水温ごとの
クロロフィル蛍光値の変化は明確で、
良い結果が得られていました。水温
設定の根拠やマリモの写真・イラス
トを加えると、より分かりやすいポ
スターになると思います。
・発表は科学的な構成で分かりやす
く整理されていました。光合成活性
の測定方法を補足すると、結果や考
察がより理解しやすくなります。グ
ラフは寒色から暖色への配色にする
と見やすくなり、タイトルも「シミュ
レーション」ではなく「室内実験」
などに変更すると内容が正確に伝わ
ると思います。
・気候変動と生態系の関係を扱う重
要な研究です。マリモで強光阻害が
起こる条件を背景で示すと、考察が
より分かりやすくなります。今後は
光量と水温を組み合わせた実験を行
い、それらの相互作用を検討すると、
さらに発展的な研究になると思いま
す。

教員からのコメント

東京都の地域社会における湧水と用水路から
考察する生物多様性と人の生活の調和について

井上 滉木　関根 遼成　杉野 夏帆　佐々木 聖

ポスターの PDF
はこちら

東京都立八王子東高等学校北海道釧路湖陵高等学校



１０ １１

・フルボ酸鉄が植物プランクトンに
及ぼす影響を実験で検証した興味深
い研究でした。実験条件も多く、熱
意が感じられ、高く評価できます。
一方で、実験Ⅰ・Ⅱの方法や結果の説
明がやや不足しており、図の軸の意
味や炭酸水・BTB 液を用いる理由、
落葉樹と針葉樹を比較する目的など
を補足すると、研究内容がより理解
しやすくなると思います。
・フルボ酸鉄の影響は水温によって
大きく変化するため、水温条件を統
一し、その条件を明記すると研究の
信頼性がさらに高まると感じました。
あわせて、鉄と植物プランクトンに
関する先行研究も参考にすると、さ
らに考察が深まると思います。
・ポスターでは、フルボ酸の生成過
程や鉄と結合して植物に吸収され、
光合成を促進する仕組みを冒頭で説
明し、実験方法を結果の前にまとめ
て示すと、研究全体がより理解しや
すくなると思います。

教員からのコメント

岐阜県立吉城高等学校神奈川県立生田高等学校

・とても興味深く、楽しく聞かせてい
ただきました。今後は、カメムシを
環境の指標として捉える視点も面白
いと感じます。年による発生量の違
いや、その要因、またカメムシの多
寡が環境の良し悪しをどのように示
すのかについても検討すると、さら
に発展的な研究になると思います。
・カメムシの生態、行動を調査し、複
数の材料を使った忌避実験等を行い
ました。多様な角度からカメムシ対
策を検討し、大変面白い研究だと思
いました。
・研究目的が明確で、研究設計や発表
も大変分かりやすく、完成度の高い
内容でした。効果検証も丁寧に行わ
れており、ハーヴェストハッピーオ
イルが今後活用されることを期待し
ています。一方で、カメムシが集ま
る要因として光走性についてもあわ
せて検討すると、さらに包括的で完
成度の高い研究になると感じました。
今後のさらなる発展を楽しみにして
います。

教員からのコメント

フルボ酸鉄は地球の救世主になり得るか！？

亀山 紘一　白戸 恵輔　稲垣 颯大

ポスターの PDF
はこちら

カメムシ撃退大作戦！

島田 俊亮　佐藤 芙有佳　森本 真帆
間所 幸生　岩佐 聡大　

ポスターの PDF
はこちら



１２ １３

・能登半島の様々な河川において、能
登半島地震・豪雨災害の前後の魚類
相を環境 DNA の網羅的解析で比較し
た研究は、学術的意義が高く、技術
的にも高度な内容でした。クラスター
分析や主成分分析の結果は大変興味
深く拝見しました。一方で、2023 年
と 2024 年の調査地点は重複している
のか、1996 年の魚類相を 2023 年・
2024 年それぞれと比較するとどのよ
うな結果になるのか、またDNAの在・
不在ではなくリード数を用いた解析
ではどのような傾向が得られるのか
にも興味を持ちました。
・環境 DNA、多変量解析など高度な分
析手法を用いた点が評価できる。今後
注目したい魚種の詳細も議論できた。
・森里海連環学との関連性を意識した研
究であることに加え、ネットワークづく
りまで視野に入れられている点にも大き
な可能性を感じました。今後のさらなる
研究の発展を楽しみにしております。

教員からのコメント

循環型ゴミ社会
～森里海繋がっているのは豊かさだけ？～

・身近な環境問題に着目し、自分た
ちのデータからごみの季節性を見い
だした点を大変興味深く拝見しまし
た。一方で、図が小さく内容を十分
に読み取れなかった点は残念でした。
今後は、季節性が生じる要因やその
意味まで探究を深められると、さら
に魅力的な研究になると思います。
・海ごみの多くは陸域で発生している
ことに着目し、海辺だけでなく内陸部
でもクリーン作戦を実施している点を
高く評価します。また、海浜調査から
季節によるごみの量や種類の違いを分
析し、その成果を地域住民と共有して、
ごみ流出の抑制や清掃活動の発展につ
なげようとする実践的な取り組みが大
変素晴らしいと感じました。
・ごみを通して陸域と海域のつなが
りを明らかにしようとするユニーク
な着眼点に、高校生ならではの優れ
た発想を感じました。また、特定の
ごみの量に季節変化があることを見
いだされた点も大変興味深く拝見し
ました。今後は、季節変化に影響す
る海側の条件として、水位（潮位）
との関係についても検討されると、
さらに研究が深まるのではないかと
思いました。

教員からのコメント

馬渡 悠太　近藤 勇樹　田中 優太　福井 葵
宮垣 了　栗田 慧治郎　松井 克樹　勢旗 悠太
今海 奏　村田 結子　竹田 利休　延尾 泰雅
森下 十糀

環境 DNA による石川県の河川の魚類相調査
～学校間ネットワークによる広域調査～

林 真衣　久田 唯心　干場 真歩

ポスターの PDF
はこちら

ポスターの PDF
はこちら

石川県立七尾高等学校 京都府立海洋高等学校



１４ １５

・『上世屋』をフィールドとして、里山、
海、川の環境問題や環境教育に様々
な取り組みをしており優れた活動を
している。
・海、川、山、それぞれのフィール
ドで個性的な活動を行っています。
自分たちが楽しむだけでなく、子ど
も達と一緒に学習したり、図鑑を作
製したり、生物調査結果を発表した
り、より多くの人々を巻き込む活動
に発展させている点が評価できます。
・様々な多様で重要な活動をされて
いて、とても感銘を受けました。多
くの方に輪を広げ、こうした活動に
持続的に参加・運営してもらうには、
何が重要だと感じますか？活動の中
で、難しいと感じたことや新たに発
見したことなどを今後の発表でより
詳しく聞くことができたら嬉しいで
す。

教員からのコメント

・植物プランクトンは海洋の基礎生
産を支える重要な生物であり、地球
温暖化との関係からも注目されてい
ます。本研究では 20 年前からの長期
モニタリングデータを活用しており、
大変貴重で価値の高い研究であると
感じました。
・写真とグラフを効果的に組み合わ
せた見やすいポスターで、結果にも
納得感がありました。一方で、研究
の目的や意義がやや伝わりにくく、
河川流量との関係に着目した理由や、
その結果が何を意味し、どのように
活用できるのかまで考察されると、
研究の魅力がさらに伝わると感じま
した。
・実習で得られた成果と外部データ
を比較しながら考察を進めている点
を高く評価します。今後は、クロロ
フィルピーク時に優占する植物プラ
ンクトン種にも着目することで、さ
らに発展性のある研究になると期待
しています。

教員からのコメント

後世に繋ぐ環境作り～里山と川と海～

京都府立宮津天橋高等学校
フィールド探究部

ポスターの PDF
はこちら

丹後海の植物プランクトンの調査

上原 悠生　高橋 雅治　堤 公大　三宅 孝多朗
吉岡 龍空　別所 由希乃　力石 門

ポスターの PDF
はこちら

京都府立西舞鶴高等学校京都府立宮津天橋高等学校



１６ １７

・身近な課題から取り組む姿勢が大
変素晴らしいと感じました。堆肥化
は社会的な意義も大きいテーマです
ので、今後は作業にかかる手間や植
物の生育効果などを定量的に評価で
きると、研究の説得力がさらに高ま
ると思いました。
・循環型社会の実現に向けた実践的
な取り組みを、高校生の視点から分
かりやすく紹介している点を高く評
価します。今後は、来場者数や衣類
回収量、堆肥作成量などの具体的な
数値や、活動を始めた経緯・試行錯
誤の過程も示されると、さらに説得
力のある発表になると感じました。
・「循環」をテーマに、衣料リサイク
ルや廃材を活用したアップサイクル、
農林業の課題となる生き物を利用し
た堆肥づくりなど、地域住民や子ど
もたちを巻き込みながら、いきいき
と活動する高校生の姿が大変印象的
で、とても素晴らしい取り組みだと
感じました。

教員からのコメント

・実験 1 については、期待した結果で
はなかったとしても、今回の条件では
その結果自体に意味があった可能性が
あり、もう少し自信を持って考察され
てもよいと感じました。一方で、実験
3 の結果が考察に十分結び付けられて
いなかった点は少し残念でした。今後
のさらなる研究の発展を期待していま
す。
・シアノバクテリア（ラン藻）の一種
であるイシクラゲを肥料として活用す
る着眼点が興味深く感じられました。
期待した成果は得られなかったもの
の、実験結果を真摯に受け止め、その
原因を考えながら次の検証につなげよ
うとする姿勢を高く評価します。
・あまり目立たないイシクラゲに着目
し、利用を試みた点がユニークです。

教員からのコメント

巡れ！循環！！～地域とつながる高校生～

細見 周平　山﨑 朱莉
山下 莉緒　植松 倖基

ポスターの PDF
はこちら

イシクラゲを肥料とした栽培方法

梶本 彩瑛　鈴木 亜衣奈　新宅 青音

ポスターの PDF
はこちら

和歌山県立海南高等学校京都府立洛西高等学校



１８ １９

・近年の地球温暖化による水温上昇
は、ノリの色落ちを引き起こし、品
質や価格の低下につながる深刻な課
題となっています。本研究はその要
因の解明に取り組んだものであり、
この問題の理解と対策に重要な知見
を提供する研究として高く評価しま
す。
・研究の背景や目的が簡潔に整理さ
れ、その後の結果や考察も分かりや
すくまとめられていました。ノリの
色落ちは複合的な要因が考えられる
中で、本研究では光に着目して仮説
を検証した点を評価します。明確な
結果は得られなかったものの、それ
自体が重要な成果であり、今後もさ
まざまな要因について検証を重ねる
ことで、さらに研究が発展すること
を期待しています。
・ノリの色落ちという重要な課題を
テーマに、計画的に実験を進め、分
かりやすくポスターにまとめられて
いた点が印象的でした。今後は、栄
養塩濃度と水温を組み合わせた条件
で実験を行い、それぞれの影響や交
互作用について検討されると、さら
に研究が深まるのではないかと感じ
ました。

教員からのコメント

環境要因がアカハライモリの生息に及ぼす影響

・アカハライモリの食性を明らかに
した点が大変興味深く感じられまし
た。今後は、餌資源だけでなく捕食
者の存在にも着目すると、分布の違
いをより深く考察できると思います。
また、在・不在の確認に環境 DNA を
活用し、個体数の違いも検討される
と、さらに研究が発展すると感じま
した。
・アカハライモリの生息環境につい
て、水質や餌生物だけでなく、捕食
者の存在という視点も取り入れて考
察している点を高く評価します。
・アカハライモリの生息環境を明ら
かにするには、生息地と非生息地、
あるいは生息地内でも個体数の多い
場所と少ない場所を比較すると、環
境要因をより明確にできるのではな
いかと感じました。また、胃内容物
と地点ごとの環境 DNA を比較した点
は大変興味深く、今後の研究の発展
を楽しみにしています。

教員からのコメント

松田 稜也　宇都宮 滉平
福馬 直人　羽白 優月

高水温がノリの色落ちに及ぼす影響の定量的解析
～色落ち指標を用いた室内培養実験による検証～

井上 修佑　打明 直篤　中田 築希

ポスターの PDF
はこちら

ポスターの PDF
はこちら

広島県立広島高等学校広島県立広島国泰寺高等学校



２０ ２１

・金魚という身近な材料を用いて群
れ行動について様々な観点から調べ
たもので、興味深い内容である。
・いつも観察している金魚のわずか
な行動の変化に着目した点が評価で
きる。森里海の観点からのアピール
は弱めだと感じた。
・身近な動物の群れ行動への興味か
ら、計画的に実験を進められた点が
大変素晴らしいと感じました。今後
は、定点カメラなどを活用して池で
の行動観察も行うことで、さらに研
究が深まるのではないかと思います。

教員からのコメント

・雑草の多様性という学術的な視点か
ら、防除効果と環境負荷の両面を考
えた着眼点が大変興味深く、今後の
発展が期待される研究だと感じまし
た。今後は、草丈だけでなく死亡率
も評価し、生存した個体の草丈とあ
わせて解析すると、より説得力のあ
る研究になると思いました。
・冒頭でアレロパシーについて簡潔に
説明があると、その後の内容がより
理解しやすくなると感じました。ま
た、アレロパシー物質の添加量が適
切だったのかも気になりました。結
果ではセイタカのみのグラフや個体
数の変化を示すグラフもあると、さ
らに分かりやすい発表になると思い
ます。
・研究の問いから結果、考察まで分か
りやすくまとめられていました。ト
マトのアレロパシーが初期成長に影
響し、その効果が成長段階によって
変化するという結果が大変興味深く
感じられました。今後は、レタスの
成長にどのような違いが現れたのか
も詳しく示されると、さらに理解が
深まると思います。

教員からのコメント

金魚が群れを形成する条件

黒川 愛子　中村 詩音　前田 眞萌

ポスターの PDF
はこちら

アレロパシー物質をもつ植物を混合した
除草剤の効果

藤本 花果　久保 慧典　末永 佑真
糸中 勇人　笠井 一輝　兼重 俐玖

ポスターの PDF
はこちら

山口県立徳山高等学校島根県立益田高等学校



２２ ２３

・訪花性カミキリムシは花の受粉を
担う重要な昆虫であり、その生息状
況を調査した本研究は大変興味深く、
意義のある取り組みであると感じま
した。
・調査頻度が分からず、調査日によ
るばらつきの影響が気になりました。
複数日にわたって調査を行うことで、
より信頼性の高い結果が得られると
思います。また、個体数の推移は積
み上げグラフではなく、年ごとに分
けて示すと、変化がより分かりやす
くなると感じました。
・興味深い発表をありがとうござい
ました。1 樹種につき 1 本のみの調
査では偶然の影響を受ける可能性が
あるため、複数個体を対象に調査す
ると、より信頼性の高い結果になる
と感じました。また、訪花性カミキ
リムシは種によって好む樹種が異な
る可能性があるため、樹種ごとの種
数や個体数を比較すると、さらに興
味深い結果が得られるのではないで
しょうか。

教員からのコメント

・丁寧に実験を進められており、大変
よく取り組まれていると感じました。
今後は、マメ科植物による窒素固定
など実際の農業とのつながりも意識
しながら、食料生産への貢献という
視点で研究を発展させると、さらに
インパクトのある研究になると思い
ます。
・写真やグラフを効果的に用い、60
日間にわたって継続的に計測された
点を高く評価します。一方で、実験
方法の説明がやや不足しており、処
理内容やデータが単独個体か平均値
かなどが分かると、結果をより理解
しやすく、説得力のある発表になる
と感じました。
・気候変動や肥料価格の高騰といった
農業の課題に対し、根粒菌の活用と
いう具体的なテーマで研究を進めら
れた点を高く評価します。結果の整
理やポスターデザインも分かりやす
く、研究内容がよく伝わりました。

教員からのコメント

西条市千町地区における
訪花性カミキリムシの生態調査

石川 奏依　越智 健仁　國廣 みらい
合田 萌愛　中野 亜美　花山 宇梗

ポスターの PDF
はこちら

窒素固定が支える植物と細菌の共生
～未来の食糧生産を考える～

平田 珠央　吉田 涼花　野口 啓輔

ポスターの PDF
はこちら

福岡県立伝習館高等学校愛媛県立西条高等学校



　森里海連環学を通じた持続可能社会の共創をめざし、私たち

の暮らしと身近な風景との関係を考えるワークショップを京都

大学旧演習林事務室（ラウンジ）で開催しました。高校生と大

学生・大学院生が一緒になって、「残したい風景」をテーマに

暮らしの中で心に残る風景や大切にしたい風景を振り返り、そ

の理由や背景を考え、さらに、そうした風景を将来に残すため、

これからどのような暮らし方や関わり方が求められるかを話し

合いました。

　参加した高校は翌日の森里海シンポジウムに参加する高校の

うち 8校（東京都立八王子東高等学校・岐阜県立吉城高等学校・

石川県立七尾高等学校・京都府立洛西高等学校・山口県立徳山

高等学校・愛媛県立西条高等学校・福岡県立伝習館高等学校・

福岡県立山門高等学校）です。

　参加者は 5 班に分かれ、「残したい風景」について地域の景

観保護やその意義について議論しました。参加者からは、日常

の何気ない風景にこそ特別な価値が宿っており、お祭りなどの

文化行事を通して地域への理解を深めることが重要だという意

見が出ました。一方で、風景を維持する上で地域の活動を継続

する必要性に対して、後継者不足といった課題があります。地

域の負担にならないよう、変わりゆく現状と保存のバランスを

どう取るかという難しさについても指摘がありました。これら

は参加した生徒や学生が環境や現状に関して深い洞察を行って

いることを示していると思います。そして、参加者たちはこれ

まで学習し、体験してきたことに基づいて、ここでは地域の魅

力を再発見し、未来へ向けて愛着を育むことが「残したい風景」

を残すことにつながると結論づけました。地域の魅力などとい

う文言は外から聞く機会があったかと思いますが、考察の上で

でてくる自分の言葉として使っていくことで、地域や環境の課

題が自分事になっていくのではないかと感じる会でした。

高校生と大学生による
「森里海交流会」

京都大学フィールド研　教授　　徳地 直子

２４

ニホンウナギの絶滅を回避し
持続可能な社会を創る森林のはたらき
～腐植物質フルボ酸とウナギの健康の関係～

月足 碧　髙口 心蕗　
守瀬 久遠　河野 晃平

ポスターの PDF
はこちら

・ウナギは古くから日本人にとって
の重要な食材であるが、フルボ酸が
ウナギの生存に与える影響について
詳細に調べたことは、とても興味深
い研究成果である。
・よく整理された分かりやすい研究
でした。各濃度で落ち葉の有無を比
較できる実験設計にすると、より説
得力が増したと思います。今後は広
葉樹と針葉樹の落ち葉による違いに
ついても調べると、さらに興味深い
研究になるでしょう。
・企業連携を活かした興味深い発表
で、目を引くデータが多く示されて
いました。一方、対照実験がないた
め客観的な評価が難しく、比較対象
を設けるとより説得力のある研究に
なると感じました。

教員からのコメント

福岡県立山門高等学校

２５



２６

第 10 回森里海シンポジウム アンケート結果

２７

本シンポジウム参加への
満足度をお答えください。

Q1 里山里海活動に参加する目的を教えてください。Q2

京大フィールド研が実施する里山里海の研究に、ご自身の地域から参加、協力したいと思われますか？Q3

本シンポジウム に参加して、
里山里海に対する気持ちに
変化がありましたか？

Q4

前から森里海のつながりを
感じていますか？

Q6

具体的にどのようなことを感じましたか？
何でも自由にご記入ください。

Q5

里山里海が、日常の身近な存在に思えてきた。

小さなことでも続けていくことが大切だと感じた。

ポスターセッションでの多数の方からの貴重なご意見をいただけ
たことはもちろんのこと、貴重な講演を拝聴させていただきまして、
生徒の今後の更なる成長につながるきっかけとなりました。今後と
もぜひ、継続していただきたい活動であり、参加させていただきた
いと考えております。ありがとうございました。

貴重なシンポジウムへ参加させていただいたことに感謝してお
ります。生徒たちはますます探究活動に前向きになると同時に、
賞をいただけたことによって全校生徒が興味を示してくれるよう
になりました。ありがとうございました。

森里海を保全していくためには身近な所から変えていくことが
大切だと思った。

森里海が互いに影響し合っていることを具体的に知り、自分たち
の生活とも深く関わっていると実感した。

ネイチャーポジティブという言葉さえ知らなかったのですが、今
回学ばせていただいて、ウチの地域で子どもたちと何ができるだ
ろう？と考えていました。話題提供していただいた先生方の研究
がどれも面白かったので、参考にして何か次年度は生徒とやって
みたいと思いました。

今の私たちの行動がとても大切だと感じた。

人と自然が共存しながら持続可能な形で守られていく未来を
実現するために、若い世代の関わりが重要になると感じた。

地域ごとにその地域に合った取り組みを行い、その小さな輪が
世界中に広がることで自然も人間も持続的に生きることができる
ようになる。

あなたの年齢は？Q7
1位　会社員
2位　公務員 / 自営業
2位　大学生
2位　定年退職
6位　団体職員
6位　専業主婦

あなたのご職業は？Q8

参加したものの中で一番楽しかった／
面白かった／よかったものは何ですか？

Q 9 Q10

とても感じている69.2%
30.8%

午後の講演についてQ11

このシンポジウム参加後に、あなたが抱いた森里海連環の未来を教えてください。Q13

本シンポジウムに参加して、里山里海に対する気持ち
に変化がありましたか？
具体的にどのようなことを感じましたか？

Q14

全体アンケート

一般アンケート

このシンポジウムの前後で、「森里海のつながりや環境」に対する考えは変わりましたか？
(生徒たちの考えは変わりましたか？)

Q12

その他、ご意見・ご感想などございましたらご記入ください。Q15

里山里海の保全の力になりたい (40名)1位
2位 里山里海の景観を保ちたい (32名)

8位 もともと里山里海活動に積極的に参加している習慣がある(11名)

6位
ネットワークを広げたい (21名)

生き物が好き (21名)

5位 子供の環境教育・自然教育のため (24名)

3位 自然に触れあいたいため (31名)

4位 知識を得るために (30名)

ぜひ参加したい。

簡単な調査なら参加してもよい。

参加したくない。

まったく
変化しなかった
　  　　　  1名

森里海のつながりをデータに基づいて理解することができた。

自分の地域での取組を記録し、発信していくことの重要性を感じた。

里山里海が私たちの暮らしの基盤であることを再認識した。

地域ごとの特性に合った「環境ものさし」という考え方が興味深かった。

 高校生・先生 アンケート

1位　森里海のつながりの魅力や課題を発見できた。
2位　森里海の未来について不安になった。
3位　特に変化はない。

38名 / 16名

7名

1名

非常にわかりやすく、好感が持てるものであった。

いろいろと気づかされ、非常にためになった。

26名 12名

36名 12名

生
徒

生
徒

今回初めて森里海シンポジウムに参加させていただきました。
やはり、様々な県の方々の研究内容を見て、研究を頑張る高校生は
全国にいると再認識できました。私は、今回は発表していませんが、
これからも実験を続けていきたいと思います。

生
徒

先
生

参加した生徒が森里海連環について自分でできることを考え
探究し、それをより広げるために周囲を巻き込んでいく未来。

まずは森里海のつながりや生物多様性の大切さに気づくことが
できたということが、価値ある体験だったと思います。これが今後の
行動につながっていけるかが未来を作る上で重要だと思うので、
引き続き情報提供しながら見守りたいです。

先
生

先
生

午前 ロビー（ポスターの前）でのディスカッション

15名 4名

15名 3名

17名 8名

午後 基調講演、及び、講演

午前 高校生のポスター発表

午前の高校生ポスターセッション
（ポスター発表、ディスカッション）について
積極的に参加し、非常に有意義な1日となった。

他校の生徒とのディスカッションでワクワクした。

他校の生徒や一般参加者等と知り合え、
森里海や環境についてもっと考える気持ちになった。

フィールド研教員等の質問・助言などから、
今後のヒントなどが得られた。

24名

24名

19名

11名

16名

35名 15名

（生徒のみへの質問）

30代

20代 1名
10代 1名

4名
60代 50代 40代

3名4名7名6名
70代以上

変化した
　   16名

どちらともいえない
　  　　　　　5名

大きく変化した
　  　　　 4名

49名

37名

3名3名

回答数26名

回答数　生徒 47名
　　　　先生 17名

回答数90名

大変満足している
　　　　   68.9%

まぁまぁ
満足している
　     30%

少し不満である
　　　　1.1%



２８

　今回で第 10 回となった森里海シンポジウムには、北海道から九州まで 17

の高校から 70 名の生徒さんが京都大学に集まりました。この時季に開催さ

れている選抜高校野球の 1/3 程度の規模、と言って良いでしょう。早めに到

着した学校は前日の交流会から、また他の学校も加わり当日の午前中のポス

ターセッションで、大いに盛り上がりました。

　今回のシンポジウムでは「身近な自然を見つめなおす」をテーマとして掲

げました。これに寄せた発表を各校でご準備いただいた、ということもある

のかもしれませんが、それぞれの地域で身近な題材を、高校生らしいアプロー

チで研究していることに感心しました。

　科学研究に取り組む高校生はエネルギーに満ちていますが、それを受け止

め、導く顧問の先生方のご尽力にはいつも頭が下がります。そんな引率の先

生のお一人が、私どもの主催した大学生向け公開実習の「卒業生です」と挨

拶してくれたのも、教育の連鎖を感じられて嬉しい場面でした。

　今回は基調講演として、京都大学地球環境学堂・学舎の淺野悟史先生に

「環境ものさし」の話をしていただきました。動植物を通して地域の環境を

知ろうとする試みは、おそらく人類が有史以前からとってきた行動と考え

られます。花や鳥に季節の移ろいを感じる日本人には、とりわけ馴染みや

すい考え方であるように思います。

基調講演に続いての、京都大学フィールド研と関わりの深い方々からのご

講演、そしてフィールド研の若手研究者からの研究発表も、身近な自然との

つながりを考える上での示唆に富んだ内容であったかと思います。

　イオン環境財団とフィールド研の協働で進めてきた「新しい里山・里海 

共創プロジェクト」は 2026 年 4 月に 2期目に入りました。これからもさら

に多くの出会いと発展をもたらすであろう本プロジェクトの結節点として

の森里海シンポジウムに、今後ともご期待ください。

おわりに 　京都大学フィールド研　副センター長　益田 玲爾

スタッフ・発表者

開会挨拶
フィールド科学教育研究センター　センター長　舘野 隆之輔
公益財団法人イオン環境財団　専務理事兼事務局長　山本 百合子

講演
京都大学地球環境学堂・学舎　准教授　淺野 悟史
株式会社森を織る　代表取締役　小森 優美
フィールド科学教育研究センター　助教　山守 瑠奈
フィールド科学教育研究センター　特任助教　八柳 哲
環境省 自然環境局 自然環境計画課 課長補佐　辻田 香織

閉会挨拶
フィールド科学教育研究センター　副センター長　益田 玲爾

（シンポジウムプレ企画　高校生森里海研究ポスターセッション）
北海道釧路湖陵高等学校、東京都立八王子東高等学校、神奈川県立生田高
等学校、岐阜県立吉城高等学校、石川県立七尾高等学校、京都府立海洋高等
学校、京都府立宮津天橋高等学校、京都府立西舞鶴高等学校、京都府立洛西
高等学校、和歌山県立海南高等学校、広島県立広島国泰寺高等学校、広島県
立広島高等学校、島根県立益田高等学校、 山口県立徳山高等学校、愛媛県
立西条高等学校、福岡県立伝習館高等学校、福岡県立山門高等学校

オンライン配信
株式会社響映　相川 健太
　　　　　　　土山 公仁子

グラフィックレコーディング
スタジオポコ　吉田 友子

森里海交流会（企画、ファシリテーター）
京都大学農学研究科　助教　時任 美乃理
京都大学地球環境学堂・学舎　准教授　淺野 悟史
京都大学地球環境学堂・学舎　修士2回生　森山 円香
フィールド科学教育研究センター　教授　徳地 直子
フィールド科学教育研究センター　特任講師　田中 拓弥
大阪産業大学建築・環境デザイン学部　准教授　赤石 大輔
農林水産省農林水産政策研究所　主任研究官　法理 樹里

審査員
フィールド科学教育研究センター     准教授　石原 正恵
                                                                  特任教授　朝倉 彰
                                                                  准教授　中野 智之
                                                                  准教授　鈴木 啓太
                                                                  講師　坂野上 なお
                                                                  講師　河村 真理子
                                                                  助教　小林 志保
                                                                  特任助教　小井土 凜々子
公益財団法人イオン環境財団　専務理事兼事務局長　山本 百合子

スタッフ
フィールド科学教育研究センター　 教授　徳地 直子
                                                                  准教授　市川 光太郎
                                             　　　　    特任講師　田中 拓弥
                                           　　　　      助教　邉見 由美
                                             　　　   　 特任助教　横部 智浩
                                         　　　　  　 技術係長　槇田 盤
                                        　　　　  技術主任　中村 はる奈
                                           　　　    　  支援職員　川﨑 茜
                                           　　　    　  非常勤職員　川上 諒
                                           　　　    　  派遣職員　對馬 朋子
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	A4サイズ縦中綴じ冊子_14-15p Vr2.pdf
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	A4サイズ縦中綴じ冊子_22-23p Vr2.pdf
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